
高齢がん患者の療養環境の実態と課題把握、フォローアップ体制
の構築に資する研究

高齢がん患者の在宅療養の実態把握、フォローアップ体制の構築

サバイバーシップ（治療終了後から亡くなるまで）における支援

アウトカム︓実態把握と課題点の抽出、および対応策の提言

目的︓ 高齢がん患者が、望んだ場所で適切な医療を受けられる

背景
拠点病院等が、地域の医療機関やかかりつけ医、在宅療養支援診療所、 訪問看護事業所等の医療・介護を担う機関、関係団体、地方公共団体
等と連携し、患者やその家族等の療養生活を支えるための体制を整備するとともに、地域における課題について検討することが重点課題である

高齢のがん患者が抱える課題について実態把握を 行い、長期療養の中で生じる有害事象などに対応できるよう、患者の健康管理の方法、地域
における療養の在り方、再発・二次がん・併存疾患のフォローアップ体制等について検討する必要がある

第4期がん対策推進基本計画ロジックモデル︓ライフステージに応じた療養環境への支援

高齢がん患者の在宅療養、フォロー
アップにおける新たな指標の開発
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